
学校図書館委託事業者 取組と成果 

事業者名   NPO法人ウーヴ        

 

対象 これまでの取組      成 果 等 

１年生～ 

 ６年生 

【図書の時間の取り組み】 

①オリエンテーション 

②読み聞かせ、ブックトーク、スト

ーリーテリング、朗読 

③「精読タイム」の推奨・実践 

④課題図書・新着図書の BT・紹介 

⑤不読児童へのサポート 

⑥児童・先生へのレファレンス 

⑦単元に関連した本の BT・紹介 

⑧百科事典の使い方 

⑨年鑑の使い方 

⑩出展・奥付について 

⑪著作権について 

⑫この本読んでみようスタンプラリ

ー 

⑬シリーズ読書 

【図書の時間の取り組み】 

①各学年に合わせた内容にしておりマンネリ化を防ぐと

ともに年齢に合わせてできること理解してほしいことを

伝えることで、興味を持ってもらうとともに図書館マナ

ーやルールを周知。先生方にもオリエンテーションを行

うことでスタッフが不在時にも図書館を利用できる。 

②読書や本に興味を持たせ本を読んでみたい気持ちにさ

せる事が出来、貸出に繋げている。 

③一人で本を読む時間を設けることで、集中し落ち着き

を持って読書の世界に入ることができるようになる。 

④読書感想文を書くための課題図書の紹介をすることで

興味を持つ・読みたい気持ちにさせて本を読んでもらう

事が出来る。 

⑤読書が苦手な児童へレファレンストークをすることで

読みたい本を見つける事が出来、不読を解消できた。 

⑥レファレンスに答えることで必要な本を見つける事が

出来たり授業の参考になる事案や資料が提案できるな

ど。 

⑦授業支援として授業の導入や単元終了後も内容に興味

を持って読書に繋げる事が出来る 

⑧⑨⑩⑪情報リテラシーの育成（授業支援） 

⑫読書の質の底上げを目的とし、楽しんで取り組むこと

でその年齢に合った良質な作品に触れる事が出来る。 

⑬シリーズを読破するという楽しみ意欲を持って読書を

する 

⑭「○○賞」を作ることで読書への興味意欲を引き出す 

⑮3年生以上にビブリオバトルを提案し、各学年での取

り組みバトルの楽しさを味わい普段自分の読まない本と

触れることで本への興味を持たせる事が出来た 

⑯様々なタイプのアニマシオンを行うことで興味関心を

持ち楽しく読書に誘う事が出来た 

⑰普段手に取ることの少ない本に触れることで、いつも

と違った本を知る読む事が出来、新しい読書への興味関
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⑭各賞設定で読書推進 

⑮ビブリオバトルの推奨と実践 

⑯アニマシオン 

⑰味見読書 

・ 

【図書館イベント】 

①スタンプラリー 

②読書ビンゴ 

③読書ポイントカード 

④読書郵便 

⑤おすすめ本紹介 

⑥給食コラボ 

⑦POP コンテスト 

⑧読書通帳 

 

 

 

 

 

心と意欲を持つ事が出来た。 

【図書館イベント】 

①遊びの要素で楽しみながらたくさんの本を借りて読む

事が出来た。 

②分類を基本としたビンゴで、普段手に取らない分類ジ

ャンルの本を手にし、本への興味を広げる事が出来た。 

③貸出冊数でポイントをつけることでより多くの本を選

んで手に取る（知る）ということを楽しみながら行う事

が出来た。 

④自分の好きな本を友達に勧めたり勧められたりするこ

とで知らない本に出会ったり本のことで共有の話題を持

つことができるようになった。 

⑤児童や先生のおすすめの本を紹介することで、普段読

まない本を知ったり身近な人が好きな本を知ることで本

への興味を持つ事が出来た。 

⑥給食に出てくる食べ物が本とつながることで、興味親

しみを持って本を知り読む事が出来た。 

⑦POPを作るためにより読書をする、また、POP作成の

ために新たに読書用の本を探すなど、読書を広め振替え

ることで深める事ができる 

⑧通帳にたくさんの本の題名がたまること、ページの量

で増えていくことで楽しみながら積極的に読書に取りく

むことができた。 

【その他】 

児童に興味を持ってもらうための仕掛けと居心地の良い

図書館環境を作ることで、図書館に足を運んでもらうこ

とができる 



【その他】 

・展示コーナーの作成 

季節や行事・時事、その時の単元に

合わせるなど、タイムリーな内容の

展示コーナーの作成。 

・選書リストの作成 

スタッフが自主的に各地で開催され

る大手取次店のブックフェアに出向

き図書資料の現物を見て本の内容を

吟味し推薦図書リストを作成。 

・小中連携ブックトーク 

７年生～ 

９年生 

・読み聞かせ 

・ブックトーク・本紹介 

・ビブリオバトル 

・図書館通信の発行 

・掲示板に新着案内 

・文庫本フェア 

・本の帯の作成 

・本のリクエスト 

【成果等】 

・小学校と比べ図書の時間がないためどのように読書に

結び付けるかに苦心と工夫が必要。 

・読み聞かせタイムを設けて聞きたい生徒へ読み聞かせ

を行う…絵本との触れ合いの時間を持つことで図書館へ

来館、興味を持ってもらいさらに読書へ誘うことができ

る。 

・生徒のビブリオバトルを提案することで学校図書館の

本を手にしたり、そこから本の紹介につなげ本を知り読

書意欲を育てることにつながる。 

・図書館通信を発行することで図書館と本への興味を持

ってもらい読書に誘う。 

・フェアを行うことで生徒に読書図書館への興味を持っ

てもらう事ができる。 

・休み時間を利用してスタッフが生徒へ本の紹介に行くこ

とで、普段図書館に来ない生徒に興味を持ってもらえる 



・シークレットブック 

・出前本屋 

・展示・掲示の工夫 

・オリエンテーション 

・資料収集 

・レファレンス(先生・生徒) 

・季節・行事・時事・学習関連の展示コーナーを作ることで

生徒の興味を引き出すことができる。 

・オリエンテーションを行うことで学校図書館やルール

の周知を行う事ができる 

・生徒のレファレンス(授業やおすすめの本を知りたいと

き)は非常に有効でそこで結果が出るとリピーターになっ

てくれる 

 

 


